


 

一
般
質
問
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

2003.1.31

審
議
し
た
議
案
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

提案理由説明（菊地副市長）

条
　
例
　
等

　
益
岡
公
園
野
球
場
の
改
修
工
事

が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、野
球

場
使
用
料
の
変
更
お
よ
び
新
た
に

管
理
棟
使
用
料
を
設
定
す
る
た
め
、

条
例
の
一部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●
野
球
場
使
用
料

　
　
　
　
　

 

１
時
間　
１
千
100
円

●
管
理
棟
使
用
料

　
　
　
　

 　
１
時
間　
　
　
440
円

12
月

定
会例

12

◎
白
石
市
都
市
公
園
条
例
の一部

　
を
改
正
す
る
条
例
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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
2７
議
案
を
可
決

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
、12
月
４
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
田
市
長
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
、12
月
16
日
ま
で
対
面
に
よ
る
公
務
を
見
合
わ
せ
た

こ
と
か
ら
、市
長
不
在
の
間
は
、菊
地
副
市
長
が
市
長
の
命
を
受
け
、対
応
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
に
伴
い
12
月
４
日
に
行
わ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、市
長
の
公
務
予
定
な
ら
び
に
市

内
に
お
け
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
を
鑑
み
、本
定
例
会
に
お
い
て

は
感
染
拡
大
防
止
を
最
優
先
す
る
こ
と
と
し
、予
定
し
て
い
た一般
質
問
は
中
止
と
す
る
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
は
、人
事
１
件
、専
決
４
件
、条
例
等
14
件
、予
算
５
件
の
計
24
件
で
し
た
。

　
定
例
会
初
日
、す
べて
の
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
、こ
の
う
ち
第
87
号
議
案
か
ら
第
91
号
議
案

ま
で
の
５
議
案
は
、採
決
の
結
果
、全
会一致
で
同
意・承
認
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
、議
案
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、第
104
号
議
案
に
つ
い
て
は
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
、第
106
号

議
案
か
ら
第
110
号
議
案
ま
で
の
５
議
案
は
、予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

残
る
13
議
案
に
つ
い
て
は
、２
日
目
に
表
決
ま
で
行
わ
れ
、 
採
決
の
結
果
、全
会一致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、各
委
員
長
報
告
を
行
な
っ
た
後
、採
決
の
結
果
、第
104
号
議
案
お
よ

び
第
106
号
議
案
か
ら
第
110
号
議
案
は
、い
ず
れ
も
全
会一致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
に
、市
長
提
出
議
案
３
件（
第
111
号
議
案
か
ら
第
113
号
議
案
）が
追
加
提
案
さ
れ
、質
疑
を
経

て
、採
決
の
結
果
、全
会一致
で
原
案
の
と
お
り
同
意・可
決
し
ま
し
た
。

　
同
日
、議
員
提
出
に
よ
る
議
案
１
件（
議
提
第
９
号
）が
上
程
さ
れ
、 

提
出
議
員
に
よ
る
提
案
理
由
の
説
明

を
経
て
、質
疑
の
後
、採
決
の
結
果
、可
否
同
数
と
な
り
議
長
裁
決
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
　
　
長
　
　
提
　
　
案

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
10
号
）

（
白
石
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
11
号
） 

（
白
石
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
12
号
） 

（
白
石
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専
決
第
13
号
）

（
白
石
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例
）

白
石
市
市
税
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
都
市
公
園
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
道
路
占
用
料
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正

す
る
条
例 

白
石
市
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
水
道
給
水
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
下
水
道
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
農
業
集
落
排
水
事
業
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

め
い
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否　
　
決

第
１０２
号

第
１０３
号

第
１０４
号

第
１０５
号

第
１０６
号

第
１０７
号

第
１０８
号

第
１０９
号

第
１１０
号

第
１１１
号

第
１１２
号

第
１１３
号

第
９
号

議
　
　
員
　
　
提
　
　
案

　

平
成
31
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
お
も
し
ろ
い
し
市
場
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、施
設
の
運
営・

維
持
管
理
を
行
う
団
体
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
と
な
る
団
体

　
　
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

  　

 （
期
間 

・ 

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

  

令
和
６
年
３
月
31
日
）

本
会
議
質
疑
よ
り

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
質
疑
〕今
回
改
修
さ
れ
た
益
岡
公

園
野
球
場
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
改
善
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕今
回
は
全
面
改
修
と
な
り
、

具
体
的
に
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト・外
野
フ

ェ
ン
ス
の
取
り
付
け
、ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

や
観
覧
席
、管
理
棟
の
改
築
、グ
ラ

ウ
ン
ド
暗
渠
排
水
や
外
野
フ
ェ
ン
ス

の
緩
衝
材
・
擁
壁
の
設
置
、ナ
イ
タ

ー
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
が
主
な

変
更
点
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕管
理
棟
は
こ
れ
ま
で
使
用

料
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
が
、経

費
に
見
合
っ
た
設
備
な
ど
が
備
え

ら
れ
る
の
か
。

　

白
石
市
第
一
児
童
館
ほ
か
４
施
設

に
つ
い
て
、令
和
３
年
度
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、施

設
の
運
営・維
持
管
理
を
行
う
団
体

に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

予
　
　
算

●
指
定
管
理
と
な
る
団
体

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

Ｆ
Ｏ
Ｒ　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
こ
に
こ
の
家

　
　
（
期
間 

・ 

令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日
）

白
石
市
保
育
園
設
置
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例 

白
石
市
食
育
推
進
協
議
会
設
置
条
例

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
お
も
し
ろ
い
し
市
場
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
白
石
市
第一児
童
館
、白
石
市
第
二
児
童
館
、第一児
童
館
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
、白
石
第一小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、第
二
児
童
館

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
） 

令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
） 

令
和
２
年
度
白
石
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
） 

令
和
２
年
度
白
石
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

令
和
２
年
度
白
石
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

令
和
２
年
度
白
石
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て 

白
石
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
患
者
等
の
人
権
擁
護
に

関
す
る
条
例 

令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

安
全・安
心
の
医
療・介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

の
意
見
書

　

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
予
算
を

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
千
63
万
円
追
加

し
、予
算
総
額
を
198
億
８
千
974
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 　

こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
602
万
３
千
円

追
加
し
、予
算
総
額
を
200
億
577
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
や
オ
ン

ラ
イ
ン
環
境
整
備
な
ど
、新
し
い
生

活
様
式
の
実
現
、事
業
者
へ
の
支
援

な
ど
を
目
的
と
し
た
、29
の
新
規
事

業
の
費
用
な
ど
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

患
者
な
ど
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
取
り
扱
い
、誹
謗
中
傷
な
ど
の
発

生
を
防
止
し
、市
、市
民
お
よ
び
事

業
者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、患
者

や
医
療
従
事
者
な
ど
の
人
権
を
守

る
た
め
、条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
お
も
し
ろ
い
し
市
場
）　　

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
白
石
市
第
一
児
童
館
、
白
石

　
市
第
二
児
童
館
、第一児
童
館

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、白
石
第

　
一
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
ブ
、第
二
児
童
館
放
課
後
児
童

　
ク
ラ
ブ
）

◎
白
石
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
に
係
る
患
者
等
の
人
権

　
擁
護
に
関
す
る
条
例　
　
　
　

　
　
　

 （
定
例
会
最
終
日
提
案
）

◎
令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
７
号
）　　
　

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
６
千
844
万
円

○（
仮
称
）深
谷
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

 

設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
52
万
円

○
子
育
て
応
援
住
宅
入
居
者
向
け

　
定
住
促
進
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
135
万
円

◎
令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
８
号
）　　
　

　
　
　
（
定
例
会
最
終
日
提
案
）

◎
白
石
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例　
　

よ
う
へ
き

あ
ん
き
ょ
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〔
答
弁
〕改
築
に
よ
り
、試
合
用
Ｂ
Ｓ

Ｏ
カ
ウ
ン
ト
ボ
ー
ド
の
点
灯
ス
イ
ッ

チ
盤
や
放
送
設
備
、救
護
用
ベ
ッ
ド
、

エ
ア
コ
ン
、監
視
用
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
を
備
え
る
こ
と
か
ら
、利
用
者

に
も
負
担
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切

に
管
理
し
て
い
く
た
め
、新
た
に
使

用
料
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、

変
更
点
は
な
い
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
、若
者
世
代
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
、競
技

人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
健
康
増
進
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、こ
の
減
免
体
系
は
継
続
し
て

い
く
。

〔
質
疑
〕深
谷
保
育
園
を
廃
園
し
、

４
月
か
ら
私
立
保
育
園（
白
石
み

の
り
保
育
園
）が
開
園
さ
れ
る
が
、

定
員
が
90
名
と
な
り
、こ
れ
ま
で

よ
り
40
名
増
え
る
。

　
ま
た
、４
月
か
ら
私
立
の
幼
稚

園
が
、 

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ

れ
る
が
、今
後
の
待
機
児
童
の
見

　

定
例
会
初
日（
12
月
４
日
）、ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
推
進

特
別
委
員
会
の
活
動
経
過
に
つ
い

て
、四
竈
英
夫
委
員
長
よ
り
中
間
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
の
概
要
に
つ
い
て
は
、次
の

と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
11
月
19
日
に
関
係
部

課
長
の
出
席
を
得
て
、ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
係
る
現

〔
質
疑
〕医
療
機
関
な
ど
の
負
担
軽

減
の
た
め
、医
療
機
関
等
感
染
症

対
策
支
援
金
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
が
、そ
の
内
容
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕地
域
医
療
お
よ
び
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

対
象
業
種
ご
と
に
、令
和
３
年
１

月
１
日
時
点
で
市
内
に
対
象
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
へ
、

そ
の
業
種
に
応
じ
て
10
万
円
か
ら

100
万
円
の
支
援
金
を
支
給
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
。

○
高
齢
者
介
護
事
業
所　
10
万
円

　
（
１
法
人
で
複
数
事
業
所
を
運
営

　

し
て
い
る
場
合
は
上
限
50
万
円
）

○
障
が
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

10
万
円

　
（
１
法
人
で
複
数
事
業
所
を
運
営

　

 

し
て
い
る
場
合
は
上
限
100
万
円
）

○
児
童
福
祉
施
設

　
私
立
保
育
園　
　
　
　
50
万
円

　
小
規
模
保
育
事
業
所
、認
可
外

　
保
育
施
設　
　
　
　
　
10
万
円

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

10
万
円

○
医
療
機
関

　
病
院　
　
　
　
　
　
　
100
万
円

　
医
科・歯
科
医
院     　
50
万
円

　
調
剤
薬
局　
　
　
　
　
10
万
円

○
私
立
幼
稚
園            

50
万
円

状
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、当
局
よ
り
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
検
討
経
過
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、昨
年
９
月
27
日
に

「（
仮
称
）白
石
中
央
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
準
備
段
階
調
査
へ

の
採
択
」が
国
土
交
通
省
よ
り
発

表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、11
月
に

「
第
１
回（
仮
称
）白
石
中
央
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
準
備
会
」

を
開
催
し
た
以
降
、今
年
７
月
ま
で

に
計
４
回
の
準
備
会
と
、今
年
９
月

に
、「
第
１
回（
仮
称
）白
石
中
央
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
地
区
協

議
会
」を
開
催
し
、関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
位
置・構
造
、管
理
運
営

形
態
、期
待
さ
れ
る
効
果
、利
用
促

進
方
策
な
ど
検
討
を
行
い
、９
月
８

日
に
国
土
交
通
省
へ
実
施
計
画
書

を
提
出
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

７
月
に
は
、本
特
別
委
員
会
と
し

て
も
、委
員
長
が
当
局
と
共
に
早
期

事
業
化
に
向
け
た
中
央
要
望
活
動

を
行
い
、国
土
交
通
大
臣
、国
土
交

通
省
道
路
局
長
お
よ
び
高
速
道
路

課
長
な
ど
へ「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
関
す
る
要
望
書
」

を
提
出
し
て
い
る
。　
　
　
　

　

10
月
23
日
、「（
仮
称
）白
石
中
央

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新

規
事
業
化
の
決
定
」が
国
土
交
通

省
よ
り
発
表
さ
れ
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。昨
年
の
準
備
段
階
調
査
の

採
択
か
ら
こ
の
よ
う
な
短
期
間
で

の
新
規
事
業
化
の
決
定
は
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、本
特
別
委
員

会
の
活
動
の
大
き
な
成
果
で
も
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
局
か
ら
、決
定
し
た
新
規
事
業

化
の
事
業
内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
の
説
明
を
受
け
、着
々
と

設
置
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協

議
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
の
共
通

認
識
を
持
ち
、本
特
別
委
員
会
と

し
て
は
、ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
全
面

的
に
協
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、引

き
続
き
当
局
と
の
情
報
共
有
、意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、継
続
し
た
委

員
会
活
動
に
よ
り
、地
元
住
民
・
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

推
進
特
別
委
員
会
中
間
報
告
　

込
み
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
２
年
10
月
１
日
現
在

の
待
機
児
童
は
10
名
で
あ
る
。　

　

市
内
保
育
園
の
入
所
受
付
を
行

い
、現
在
、保
育
園
ご
と
の
利
用
を

調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

定
員
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、待

機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

◎
白
石
市
保
育
園
設
置
条
例
の　

　
一部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　

◎
令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
８
号
）　　
　

　
　
　

  （
定
例
会
最
終
日
提
案
）
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〔
質
疑
〕ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

返
礼
品
お
よ
び
取
扱
手
数
料
な
ど

の
経
費
と
し
て
、総
額
１
億
６
千
844

万
円
を
増
額
計
上
し
て
い
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

人
気
の
あ
る
も
の
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕昨
年
度
は
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
75
％
、菓
子
・
ケ
ー
キ
類
が
10

％
、米
が
５
％
、酒
類
が
２
．８
％
、そ

の
他
乳
製
品
、温
麺
、精
肉
、み
そ
と

　

第
106
号
議
案
・
令
和
２
年
度
白
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

か
ら
第
110
号
議
案
・
令
和
２
年
度
白
石
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）ま
で
の
計
５
議
案
に
つ
い
て
、定
例
会
２
日
目（
12
月
８

日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、議
長
を
除
く
全
議
員

で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
佐
藤
龍
彦
、副
委
員
長
・
森
建
人
）は
、12
月

９
日
に
審
査
を
行
い
、す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、採
決
の
結
果
、全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

総
　
務
　
費

◎
令
和
２
年
度
白
石
市一般
会
計

　
補
正
予
算（
第
７
号
）　　
　

い
う
順
位
に
な
っ
て
い
る
。

〔
質
疑
〕ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

に
つ
い
て
、今
後
、ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕本
市
で
は
、寄
附
受
入
れ
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、返
礼
品
の
充
実
、申
し
込
み・

決
済
時
に
お
け
る
寄
附
者
の
利
便

性
の
確
保
を
図
る
た
め
マ
ル
チ
ペ
イ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス（
ア
マ
ゾ
ン
ペ
イ
、

ｄ
払
い
、ａ
ｕ
か
ん
た
ん
決
済
、ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ま
と
め
て
支
払
い
な
ど
）

を
導
入
す
る
な
ど
、積
極
的
な
増
収

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、こ
れ
ま
で
の
受
入
れ
サ

教
　
育
　
費

〔
質
疑
〕後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
、内
容
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
や
軽
減
判
定
な
ど
に

係
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、令
和

３
年
度
の
税
制
改
正
に
対
応
す

る
た
め
、改
修
が
必
要
と
な
る
も

の
で
、シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
係

る
部
分
を
、後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
側
と
と
も
に
改
修
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕地
籍
調
査
費
手
数
料
と
し

て
143
万
６
千
円
を
追
加
計
上
し
て

い
る
理
由
と
、地
籍
調
査
の
終
了

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕調
査
が
中
心
市
街
地
へ
と

進
む
に
つ
れ
、調
査
後
に
土
地
所
有

者
か
ら
筆
界
の
見
直
し
や
変
更
の

申
し
出
が
増
え
て
お
り
、そ
れ
ら
に

対
応
す
る
経
費
と
し
て
、今
回
、追

加
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

現
地
調
査
に
つ
い
て
は
令
和
３

年
度
で
完
了
予
定
で
あ
る
が
、そ
の

後
、令
和
４
年
度
に
面
積
測
定
お
よ

び
法
に
基
づ
く
閲
覧
を
行
う
予
定

で
進
め
て
い
る
。

〔
質
疑
〕学
校
給
食
費
の
給
食
栄
養

管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

に
つ
い
て
、内
容
を
伺
う
。

農
林
水
産
業
費

イ
ト
の
拡
充
も
併
せ
、検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
答
弁
〕令
和
３
年
度
か
ら
、幼
稚
園

で
も
給
食
を
開
始
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、現
在
の
給
食
栄
養
管
理

シ
ス
テ
ム
は
、幼
児
用
の
カ
ロ
リ
ー

計
算
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

幼
稚
園
児
に
適
正
な
栄
養
価
の
給

食
を
提
供
す
る
た
め
、改
修
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕収
益
的
収
入
に
つ
い
て
、

そ
の
他
営
業
収
益
の
う
ち
供
給

◎
令
和
２
年
度
白
石
市
後
期
高
齢

　
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）　　
　
　
　
　
　

◎
令
和
２
年
度
水
道
事
業
会
計　

　
補
正
予
算（
第
２
号
）　　
　

水
料
金
に
43
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、内
容
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕丸
森
町
が
計
画
を
進
め

て
い
た
大
張
地
区
へ
の
水
道
普

及
に
つ
い
て
、配
水
す
る
た
め
の

施
設
整
備
が
一
部
の
管
路
を
除
き

完
了
し
、令
和
３
年
４
月
に
予
定

し
て
い
る
本
格
運
用
を
前
に
、管

路
や
配
水
池
な
ど
の
洗
管
や
湛

水
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
か
ら
、

２
月
お
よ
び
３
月
分
の
分
水
料

金
と
し
て
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕丸
森
町
大
張
地
区
へ
の

配
水
は
、ど
こ
か
ら
分
水
し
、ど

の
よ
う
に
料
金
の
計
量
を
す
る

の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕分
水
は
、大
鷹
沢
大
町
に

あ
る
灰
坂
配
水
池
の
管
か
ら
分

岐
し
て
行
い
、第
三
者
委
託
契
約

な
ど
を
結
び
、施
設
の
管
理
区
分

な
ど
も
設
け
る
。

　

料
金
に
つ
い
て
は
、水
道
メ
ー

タ
ー
を
つ
け
て
、お
互
い
に
そ
の

量
を
確
認
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、料
金
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

　

な
お
、丸
森
町
の
計
画
で
は
、

大
張
地
区
全
体
で
107
世
帯
、１
日

最
大
で
135
立
方
メ
ー
ト
ル
を
供

給
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

た
ん

す
い
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第
92
号
議
案
か
ら
第
105
号
議
案
ま
で
の
計
14
議
案
に
つ
い
て
、定
例

会
初
日
終
了
後
、各
常
任
委
員
会（
付
託
協
議
）を
開
催
し
、第
104
号

議
案・指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
お
も
し
ろ
い
し
市
場
）を
総
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
２
日
目（
12
月
８
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

た
後
、総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、12
月
11
日

に
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
を
経
て
、採
決
の
結
果
、第
104
号
議
案
は
、全
会一致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。





























































































常  

任  

委  

員  

会

委
員
長
　
　
菊
地
　
忠
久

副
委
員
長
　
森
　
　
建
人

委
員
　
澁
谷
政
義 

・ 

髙
橋
鈍
斎

　
　
　
小
川
正
人 

・ 

保
科
善一郎

　
　
　
大
森
貴
之 

・ 

角
張
一
郎

　〔
質
疑
〕今
回
、指
定
管
理
者
に
選

定
さ
れ
た
事
業
者
は
、お
も
し
ろ

い
し
市
場
と
同
様
な
施
設
の
運

営
実
績
は
あ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕選
定
事
業
者
に
つ
い
て

は
、青
森
県
三
沢
市
の「
道
の
駅

み
さ
わ
」や
今
別
町
の「
道
の
駅

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

い
ま
べ
つ
」、岩
手
県
奥
州
市
の

「
道
の
駅
み
ず
さ
わ
」、宮
城
県
女

川
町
の「
女
川
温
泉
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」

な
ど
に
お
い
て
、指
定
管
理
者
の

実
績
が
あ
る
。

〔
質
疑
〕公
募
の
条
件
と
し
て
、仙

南
地
区
の
事
業
者
な
ど
、地
域
性

を
絞
っ
た
公
募
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

〔
答
弁
〕公
募
の
際
に
お
い
て
、宮

城
県
内
に
活
動
拠
点
を
置
い
て

い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、

応
募
の
あ
っ
た
３
社
の
う
ち
、１

社
は
現
在
運
営
を
委
託
し
て
い

る
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、ま
た
、

今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
者
は
女

川
町
、残
り
一
社
は
丸
森
町
に
活

動
拠
点
を
置
い
て
い
る
事
業
者
で

あ
る
。

〔
質
疑
〕お
も
し
ろ
い
し
市
場
を

指
定
管
理
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕こ
れ
ま
で
多
く
の
公
の
施

設
を
指
定
管
理
に
移
行
し
て
い
る

の
は
、経
済
性
な
ど
を
加
味
し
、

民
間
の
力
を
借
り
て
地
域
を
活
性

化
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
第

一の
目
的
と
考
え
て
い
る
。

　

お
も
し
ろ
い
し
市
場
に
お
い
て

も
、創
意
工
夫
に
よ
る
自
主
事
業

を
行
い
な
が
ら
、地
域
の
農
産
物

な
ど
の
販
売
を
通
じ
て
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

民
間
の
力
を
活
用
し
た
い
こ
と
か

ら
指
定
管
理
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕指
定
管
理
移
行
後
に
取

り
扱
う
農
産
物
に
つ
い
て
は
、仙

南
地
区
を
基
本
と
し
た
地
元
農

産
物
と
考
え
て
い
い
の
か
。

〔
答
弁
〕お
も
し
ろ
い
し
市
場
は
産

直
が
前
提
と
考
え
て
お
り
、選
定

事
業
者
に
も
そ
の
点
は
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、地
元
農
家

を
基
本
と
し
て
、地
元
食
材
に
重

点
を
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

〔
質
疑
〕現
在
雇
用
さ
れ
て
い
る
従

業
員
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て

本
人
が
引
き
続
き
勤
務
を
希
望
す

る
場
合
は
、面
談
の
上
、雇
用
し
て

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、年

齢
制
限
は
あ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕選
定
事
業
者
に
年
齢
制
限

ま
で
は
伺
っ
て
い
な
い
が
、雇
用
に

つ
い
て
は
で
き
る
限
り
継
続
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
市
と
し
て
も
年
齢
制
限

を
設
け
ず
に
雇
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

〔
質
疑
〕農
家
、事
業
者
な
ど
の
会

員
や
従
業
員
か
ら
不
安
の
声
は
出

て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕こ
れ
ま
で
、物
産
納
入
業

者
１
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
が
、農
家
か
ら
は
問
い
合
わ
せ
や

不
安
の
声
な
ど
は
伺
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、現
在
、運
営
を
委
託
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
は
、従
業
員

な
ど
の
雇
用
関
係
に
つ
い
て
継
承

し
て
ほ
し
い
旨
の
お
話
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　（
お
も
し
ろ
い
し
市
場
）　

         １２月定例会は一般質問を中止しました
　12月定例会では、 山田市長が新型コロナウイルスの感染により、12月16日まで対面による公務を
見合わせたことから、12月４日に行われた議会運営委員会において、市長の公務予定ならびに市内に
おける感染拡大が懸念される状況を鑑み、 感染拡大防止を最優先することとし、 予定していた一般
質問は中止とする決定がなされました。
　また、山田市長は定例会最終日（12月17日）から公務に復帰し、あいさつの中で、「多大なるご迷惑
とご心配をおかけしたことをおわび申し上げる。復帰後は市政発展のため、さらに全身全霊で公務に
取り組んでいく。」と述べられました。

お
お
や
け
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条
　
例
　
等

　

白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン

タ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
事
業
業
務

委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、条

例
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

第
444
回
市
議
会
臨
時
会
は
、令

和
２
年
11
月
19
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、議
員
辞

職
に
伴
い
欠
員
と
な
っ
て
い
た
委

員
会
な
ど
の
補
欠
委
員
を
選
出

し
た
後
、市
長
提
出
議
案
１
件
の

審
議
を
行
い
、全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ

設
置
推
進
特
別
委
員
会 

　
　
　
　
　
　

   （
８
名
）

議
会
改
革
推
進
会
議 
       　

　
（
８
名
以
内
）

第
444
回
臨
時
会
































●
契
約
の
方
法

　

  

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

●
契
約
の
金
額

    　

 

６
億
４
千
346
万
７
千
550
円

●
契
約
の
相
手
方

  　
（
代
表
企
業
）

　
　
　
　

 

国
際
航
業
株
式
会
社

　
　
　
　

 

仙
台
支
店

  　
（
構
成
企
業
）

　
　
　
　

 

大
成
温
調
株
式
会
社

　
　
　
　

 

東
北
支
店

◎
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー

　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
事
業
業
務
委
託

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　
　

  

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
等
の
構
成

は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　

議
長
よ
り
補
欠
委
員
に
平
間

知
一
委
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
会
終
了
後
、委
員
会
が

開
催
さ
れ
、欠
員
と
な
っ
て
い
た

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、大
森

貴
之
委
員
が
副
委
員
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

四　
竈　
英　
夫

副
委
員
長　

大　
森　
貴　
之

委　
　

員　

伊　
藤　
勝　
美

委　
　

員　

平　
間　
知　
一

委　
　

員　

保　
科　
善
一
郎

委　
　

員　

佐
久
間　
儀　
郎

委　
　

員　

菊　
地　
忠　
久

委　
　

員　

松　
野　
久　
郎

議
会
の
構
成

  

臨
時
会
終
了
後
、委
員
会
が
開

催
さ
れ
、欠
員
と
な
っ
て
い
た
副

委
員
長
の
互
選
を
行
い
、森
建
人

委
員
が
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。                    

　
委 

員 

長　

菊　
地　
忠　
久  

副
委
員
長　

森　
　
　
建　
人  

委　
　

員　

澁　
谷　
政　
義  

委　
　

員　

髙　
橋　
鈍　
斎  

委　
　

員　

小　
川　
正　
人  

委　
　

員　

保　
科　
善
一
郎  

委　
　

員　

大　
森　
貴　
之  

委　
　

員　

角　
張　
一　
郎  

　

議
長
よ
り
補
欠
委
員
に
髙
子

秀
明
委
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　

松　
野　
久　
郎

副
委
員
長　

伊　
藤　
勝　
美

委　
　

員　

髙　
子　
秀　
明

委　
　

員　

保　
科　
善
一
郎

委　
　

員　

大　
森　
貴　
之

委　
　

員　

森　
　
　
建　
人

委　
　

員　

角　
張　
一　
郎

委　
　

員　

菊　
地　
忠　
久

総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会 

       　
　

 　

  （
８
名
）

　

第
445
回
市
議
会
臨
時
会
は
、

令
和
２
年
11
月
27
日
に
開
か
れ

る
予
定
で
し
た
が
、11
月
24
日
に

山
田
市
長
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

更
な
る
感
染
症
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、審
議
予
定
だ
っ
た
期
末

手
当
改
正
関
連
の
議
案
４
件
は
、

専
決
処
分
と
さ
れ
、12
月
定
例

会
で
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
445
回
臨
時
会

　  （
中  

止
）

































 　　令和２年度「市民と議会の意見交換会」
              開催中止について
　市議会では、市民の皆さまに開かれた議会を目指し、毎年３月に「市民と議会の意見交換会」を開
催しておりますが、今年度は、市内における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、
開催を中止することといたしました。
　なお、今後も感染状況を注視しながら、開催に向けて検討してまいりますので、ご理解とご協力を
お願いいたします。




